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報道関係各位  

次世代太陽電池を牽引する光吸収材料－ペロブスカイト化合物の 

垂直配向性向上に成功 

 

【本研究の成果】 

・二次元ペロブスカイト層の B サイト（*1）部分のメチルアミン（*2）をホルムアミジン（*3）に替えることで、垂直配向性が

向上 

・ペロブスカイト層の間にある有機層にカルボキシ基（*4）による水素結合部位を導入することにより、さらに垂直 

配向性が向上 

 

 

上智大学(東京都千代田区、学長：曄道佳明) 理工学部物質生命理工学科の竹岡裕子教授らの研究チームは、

二次元ペロブスカイト層の基板に対する垂直配向性を向上させることに成功しました。これによって、次世代太陽

電池特性および安定性向上の実現が期待できます。 

 

【背景】 

有機・無機ペロブスカイト化合物は、2009 年に桐蔭横浜大学の宮坂力教授によって、太陽電池の新規吸収材料

として報告されました。2012年以降、発電効率が急速に改善され、現在では22％を達成。現在では世界における

太陽電池開発の主役ともいえる存在となっています。 

太陽電池の開発において、現在の主な研究対象である三次元ペロブスカイト化合物は、耐湿性に問題がありま

すが、二次元ペロブスカイト化合物はより安定性に優れます。しかしながら、基板に対してペロブスカイト層が水

平に配向するため、電気が流れにくいという欠点がありました。今回垂直配向性が向上し、電気が流れやすくな

ることにより、ペロブスカイト太陽電池の安定性向上ならびに長寿命化への貢献が期待できます。 

 

【注釈】 

* 1)  B サイト/ ペロブスカイト層内にある八面体結晶構造の間にできる空間。 

* 2) メチルアミン/ 最も基本的な第一級アミン。B サイトにおさまるサイズのアミン。 

* 3) ホルムアミジン/ メチルアミン同様、B サイトにおさまるサイズのアミン。 

* 4) カルボキシ基/ 有機化合物の原子団の一種。酸性を示す有機化合物の多くはその構造中に COOH 基が

存在し、これをカルボキシ基という。 
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【参考資料】 

■図１：ペロブスカイト層の水平配向と垂直配向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■図２：(a)有機層にカルボキシ基を導入した        ■図 3：ペロブスカイト薄膜の In-plane X 線回折結果 

ぺロブスカイト化合物 

(b)薄膜断面の電子顕微鏡像 
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＊3 度付近の垂直配向由来の回折が、カルボキシ基 

ありのペロブスカイト薄膜では強く観察される 
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